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§「（社）建設コンサルタンツ協会中国支部自転車まちづくり研究会」から８月上旬に問い合わせがあり、１１月

１６日に広島市民球場発着で、「自転車さんぽ◆◆広島雁木めぐり」をジョイント企画として実施しました。研究

会の参加者へのアンケートで、“予想以上の面白さ”と殆どの人が高評価でした。 
 

§トレジャーマップは国土地理院の２万５千分の１地形図を使用しています。地図としてシンプルな表記であ

り、道や建物や送電線などの地図記号情報、そして高低差や水路など地形情報が満載で、地図読み遊び

に重要なデフォルメが無いことが決め手です。また、マップに記載してある「ＴＰのヒント」や「推奨コース解

説」、「事故に遭った場合」などは、参加者やスタッフからの意見を取り入れたものです。 
 

§ＴＰ問題＆解答用紙は、カラー写真ビジュアル系ですが、文章題のみでも作成可能です。設問はマップの

Ａ～Ｚ・２６箇所に行けば分かる三択問題で、合わせてＴＰ到着時刻記入も行い訪問証明としています。 

 

※２００８年モミジのラリーデイ・チラシ裏面の内容です。 
 

まちのお宝みぃーつけた！ 

ＴＨＴ２６自転車さんぽ◆◆モミジのラリーデイ 
 

■とりまとめ：自転車遊び総合研究会（転遊研） 

■主管・運営：各地元運営チーム 

■賞品協力：ライトウエイプロダクツジャパン 

■チラシ協力：第１８回バイコロジー全国大会ｉｎ奈良／

（社）建設コンサルタンツ協会中国支部自転車まちづく

り研究会 
 

■実施内容：エリア内２６箇所のトレジャーポイント（ＴＰ）

から、８箇所以上を巡り、最少訪問者ＴＰを当てる、逆転

の発想のサイクルオリエンテーリング（地図遊び）です。

偶然性優先のため、誰にも上位のチャンスがあり、年齢

性別車種不問で、グループ走行では家族的に、全ＴＰ

狙いでは冒険的に楽しめます。また「モミジのラリーデ

イ」では、会場をリンクした全国集計も行います。 

※参考スケジュール（会場で異なります）・・・＊受付９時 

＊ブリーフィング９時１５分 ＊スタート１０時 ＊フィニッ

シュ１２～１３時 ＊集計１２～１３時半 ＊表彰式１４時  

※全国集計発表は１２月末予定。 

■参加費（マップ代、保険代、通信費、他）：＊一般：１５０

０円、＊高校生以下：１０００円、＊グループ＆ファミリー：

代表１５００円＋メンバー５００円×人数  （会場で異な

る場合あり） 

■申込方法：所定の用紙に必要事項を記入の上、１人毎

に切手５００円分を同封し、実施日の１０日前までに事務

局やブランチへお申し込み下さい。残金は当日受付で

集金いたします。また、ホームページよりＷｅｂ申込も可

能です。 ※参加案内・・・実施日１週間前に発送予定。 

※定員・・・３０～５０名  （会場で異なる場合あり） 

■表彰：＊ＥＸ賞（エクセレント、エキスパート等）：最少訪

問ＴＰ当て優秀者 ＊ＳＯ賞（ソリッド）：２番目少数ＴＰ当

て優秀者 ＊ＣＯ賞（コンソレーション）：３番目少数ＴＰ

当て優秀者 ＊ＥＡ賞（イージー）：４番目少数ＴＰを当て

た優秀者 ＊ＢＯ賞（ブービー）：４番目以下ＴＰを当て

た中から選出 ＊特別賞：主催者裁量で決定。  ※全

国集計表彰は別途規定します。（ホームページ参照） 
 

※Ｐ９に続く 
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■レギュレーション 

【Ⅰ】ルール・・・使用マップは国土地理院２万５千分の１

地形図でＡ４からＡ３大に納まる範囲。 ＴＰには会場毎

のローカルテーマがある。 推奨コースは１５～２５ｋｍ

で、２～４時間程度で走れる内容。正確に辿る必要はな

くショートカットもＯＫ。規定数以上の余剰ＴＰへ行っても

ＯＫ。 ＴＰ訪問証明は３択方式のＴＰ問題。 順位決定

は「①訪問者数」「②正解数・余剰ＴＰ数」「③所要時間」

の３要素。 スタートは任意による「ブリーフィング＆ゴ

ー」、フィニッシュは「回答用紙提出」。 制限時間は２時

間以上３時間以内が目安（会場毎に設定）。タイムオー

バー３０分まではペナルティ加算、３１分以上は失格。 

【Ⅱ】参加心得および持ち物・・・走りやすい道として推奨

コースの調査を行ないますが、一般道走行は全て個人

の判断・責任です。地図読みを正確に安全に行うには

ハンドル上部に地図を固定するマップホルダーは必携

です。自転車や服装は自由ですが、良く整備されたマ

シンで、運動のしやすい体温調整のできるウエアでご参

加下さい。（道路交通法によるベル、ライト、リフレクター

は要装着。身を守るヘルメットは強く推奨。） 携行品

は、筆記具、マップケース、雨具、工具、ボトル、補給

食、保険証、小銭などをご用意下さい。（筆記具は必

携。マップケースはフリーザーバッグで代用可。自力で

修理できない故障に備え、エリア内の自転車店を記しま

す。昼食は各自で。）保険は当日有効なものに加入しま

すが、個人加入も推奨します。尚、自転車安全整備士

が普通自転車を点検、整備して貼られるＴＳマークには

障害及び賠償責任保険が付加されています。 

【Ⅲ】アクセス・他・・・集合場所へのアクセスは大会一覧を

参照下さい。  当日受付で参加最終確認の出走サイ

ンを全員に自筆でお願いします。  少雨決行ですが実

施の可否やキャンセル等の緊急連絡先、また雨天中止

の場合の対応は、参加案内で連絡します。 
§左はモミジのラリーデイ２００８の広島用のチラシ。右はホームページ掲載のリザルト＆レポートです。 

http: / /www.bike - joy.com/MomijiRD08.htm#H  

§集計方法は、「①訪問者数」、「②ボーナス＆ペナルティ」、「③所要時間」の３要素で決定します。最少訪

問者ＴＰに９点、２番目に少ないＴＰに６点、同様に３番目４点、４番目２点、その他１点の持ち点を与え、ま

た不正解１問と時間オーバー１０分に「－１」のペナルティ、さらに余剰ＴＰ１箇所に「＋０．１」のボーナスを

設定しています。（※ＴＰ２６箇所から最低８箇所巡る基本ルールや、持ち点やボーナス＆ペナルティの設

定は、現場での集計作業のフィードバックを反映しています。今後も変わる可能性あり。） 
 

§その合計得点で順位が付きますが、表彰は、ＥＸ賞（エクセレントｏｒエキスパート）、Ｓｏ賞（ソリッド・堅実

賞）、Ｃｏ賞（コンソレーション・復活賞）、Ｅａ賞（イージーバイカー・のんびり賞）、Ｂｏ賞（ブービー・残念賞）

など、担当者の主観に左右されるものとなっています。 

ＴＨＴ２６の可能性の前提 
 

集計後にしか判明しない最少訪問者ＴＰ（持ち点９）を推理する

ため、年齢性別車種不問で、グループ走行で家族的に、全ＴＰ

狙いで冒険的に楽しめるという、「偶然性が優先される」こと。 

http://www.bike-joy.com/MomijiRD08.htm#H

